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毎
年
春
、
イ
タ
リ
ア
北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
は
、

世
界
で
唯
一
の
児
童
図
書
見
本
市

｢
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図

書
展｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

場
で
は
世
界
各
国
の
出
版
社
が

ブ
ー
ス
を
構
え
版
権
の
売
買
な

ど
を
行
う
た
め
、
児
童
図
書
の

最
新
動
向
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
見
本
市
の

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
一
九

六
七
年
か
ら
絵
本
原
画
の
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
絵
本
の
た
め
に
描
か
れ
た
五
枚
一

組
の
原
画
を
審
査
す
る
も
の
で
、
物
語
の
た
め
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
く
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
と
、
図
鑑
な
ど
教
育
を
目

的
と
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
募
集
さ
れ
ま
す
。

無
名
の
新
人
か
ら
既
に
活
躍
し
て
い
る
作
家
ま
で
十
六
歳

以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応
募
で
き
、
公
平
に
審
査
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
本
市
終
了
後
、
こ
れ
ら
の
入
選

作
品
は

｢

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展｣

と
し
て
、
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
ま
す
。
一
九
七
八
年
に
初

め
て
兵
庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、

当
館
で
は
一
九
九
八
年
以
降
毎
年

開
催
し
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。
二

〇
〇
六
年
は
世
界
五
十
九
カ
国
、

二
五
四
四
人
の
応
募
作
品
か
ら
、

国
籍
の
異
な
る
五
人
の
審
査
員
に

よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
部
門
を
合
わ
せ
て
、
十
六
カ
国
、
九
十
二
人
の

作
品
が
選
ば
れ
、
計
四
五
三
点
を
展
示
し
ま
す
。

近
年
、
日
本
人
応
募
者
の
増
加
が
著
し
く
、
今
年
は
開

催
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
に
続
く
応
募
者
数
を
記
録
し
、
過

去
最
高
の
二
十
七
人
も
の
入
選
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
出
版
社
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
者
シ
リ
ー
ズ
を

立
ち
上
げ
、
日
本
人
入
選
者
の
出
版
が
決
定
す
る
な
ど
、

ぞ
く
ぞ
く
と
海
外
で
の
出
版
契
約
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

世
界
中
の
人
々
に
届
け
ら
れ
る

絵
本
は
、
作
り
手
で
あ
る
作
家
や

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
翻
訳
家
、

編
集
者
、
出
版
社
と
い
っ
た
多
く

の
人
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
誕
生
し

ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
と
母

親
に
代
表
さ
れ
る
読
者
と
読
者
を

つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
多
く
の
人
々

に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
す
る
、
伝
統
的
な
技
法
に
若
々

し
い
発
想
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
溢
れ
る
作
品
や
エ
キ

ゾ
チ
シ
ズ
ム
で
作
者
の
文
化
的
背
景
を
感
じ
る
作
品
、
こ

れ
ら
の
意
欲
的
な
原
画
が
絵
本
に
な
っ
た
ら
…
、
き
っ
と

読
者
の
世
界
は
無
限
に
広
が
る
で
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

今
年
の
特
別
展
示
は
二
〇
〇
五
年
、
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ

世
界
絵
本
原
画
展
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
イ
ラ
ン
の
ア

リ
レ
ザ
・
ゴ
ル
ド
ゥ
ズ
ィ
ヤ
ン
で
す
。
イ
ラ
ン
の
首
都
テ

ヘ
ラ
ン
生
れ
の
三
十
歳
。
大
学
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
学
び
、
本
国
で

二
〇
〇
三
年
に
絵
本
デ

ビ
ュ
ー
。
翌
年
に
は

『

暗
い
夜』

で
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
に
入
選
し
、
当

館
で
も
作
品
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
彼
の

絵
本
は
イ
ラ
ン
国
外
で

も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
作
品
か
ら

二
十
七
点
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
	


�

会
場
に
設
け
た

『

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
を
訪
れ
た

入
選
者
の
声』

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
ー

ナ
ー

『T
he
U
niverse

of
P
icturebooks』

(

約
二
十

五
分)

で
は
、
今
年
の
入
選
を
き
っ
か
け
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

を
訪
れ
た
日
本
人
入
選
者
の
感
想
や
、
活
気
溢
れ
る
見
本

市
会
場
の
空
気
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
に
展
示

し
て
あ
る
入
選
作
品
や
入
選
作
家
に
よ
る
絵
本
、
お
ス
ス

メ
絵
本
な
ど
を
自
由
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

���
�
�
�
��
�
�

���
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
 
!
"
�#
$
%
&
'

(
)
*
+
,
-
�
.

��
��
��
��
��

/
0

��1
2
�

��
�
3
��
�
�

���

��
�
4
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

5
6
7
8

�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�



�

������
��	
���������

�����������
�����
� !���"�#�

�� $� ��%&'()*�
+�,-��./01��2�����

�+3��45
67"89�:2��	2�

���9*;�
<	��
4�=�>2?���

�@�A�BCDEFDGH
IJ�F��
�DGKLDM�NO�



�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�



��
石
川
・
富
山
在
住
の
２
０
０
６
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
入
選
者

(

銅
版
画
家)
を
講
師
に
迎
え
、
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
の
技

法
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
制
作
し
、
素
敵
に
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
す
。
大
切
な
あ
の
人
に
…
い
か
が
で
す
か
？

�
�
�

11
／
19

(
日)

�
�

①
午
前
10
時
〜
12
時

②
午
後
２
時
〜
４
時

�
�

小
学
生
以
上

�
	

各
10
名

(

要
申
込)



�
�

筆
記
用
具
な
ど

参
加
費

１
、０
０
０
円


�

釣
谷
幸
輝
氏
、
広
瀬
ひ
か
り
氏
、
荒
川
恵
子
氏

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

い
ら
な
く
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
裏

面
を
利
用
し
て
冊
子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自

由
に
飾
り
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

�
�
�

11
／
11(

土)

、
12(

日)

、
18(

土)

、
25(

土)

、

26(

日)

、
12
／
２(

土)

、
３(

日)
�

�

午
後
２
時
〜
４
時

�
	

各
日
10
名

(

要
申
込)



�
�

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

�
�

も
こ
も
こ
文
庫
・
も
こ
も
こ
の
会

※

｢

銅
版
画｣

｢

絵
本
作
り｣

と
も
に
、
10
／
18(

水)

９
時
よ
り
電
話
受
付
開
始

(

先
着
順)

�
�
�
�
�
�
�
 
!
�

�
"
#
�
�
�

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。

�
�
�

左
記
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

�
!
$
%
&
'
�

(
)
�
*
�
+
,
-
.
�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
グ
ッ
ズ
を
販

売
し
ま
す
。

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
一
筆
箋
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
か
わ
い
く
て
実

用
的
な
ア
イ
テ
ム
を
は
じ
め
、
入

選
作
家
の
絵
本
な
ど
も
販
売
し
ま

す
。
人
気
商
品
は
会
期
途
中
で
も
、

売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
♪

当
館
友
の
会
会
員
証
の
提
示
で

割
引
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
覗
い
て
み
て
下
さ
い
ね
！
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当
館
は
現
在
、
能
登
地
方
唯
一
の
総
合
美
術
館
で
あ
り
、

平
成
七
年
の
開
館
以
降
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
古

美
術
か
ら
現
代
美
術
に
至
る
ま
で
幅
広
く
収
集
・
展
示
し

て
き
ま
し
た
。

現
在
、
当
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、｢

池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン｣

や
、
長
谷
川
等
伯
を
始
め
と
し
た
能
登
地

方
ゆ
か
り
の
作
品
、
そ
し
て
寄
託
品
を
含
め
た
約
五
三
〇

点
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
年
に
数
回
開
催
さ
れ
る

｢

所
蔵
品

展｣

で
定
期
的
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
次
の

二
テ
ー
マ
で
工
芸
品
や
絵
画
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

｢

や
き
も
の｣

と
は
土
器
・
陶
器
・�

器
・
磁
器
の
総

称
で
す
。
粘
土
を
こ
ね
て
器
や
像
な
ど
を
形
作
り
、
焼
い

て
仕
上
げ
る
工
芸
品
で
、
古
く
は
縄
文
土
器
か
ら
陶
器
、

�

器
を
経
て
や
が
て
堅
牢
な
磁
器
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
、
現
在
に
至
る
ま
で
膨
大
な
数
の
や
き
も

の
が
制
作
さ
れ
、
用
途
も
器
か
ら
オ
ブ
ジ
ェ
に
至
る
ま
で

実
に
幅
広
く
、
や
き
も
の
は
我
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
テ
ー
マ
で
は

｢

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

を
中
心
に
、

織
部
焼
や
楽
焼
、
九
谷
焼
な
ど
色
々
な
や
き
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

｢

印
象
的
な
風
景｣

は
時
と
場
所
、
そ
れ
か
ら
人
の
感

じ
方
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
そ
れ
は
あ
る
時
に
は
具
体
的

な
場
所
、
形
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
あ
る
時
は
ま
る
で
夢
の

様
な
幻
想
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

様
々
な
美
術
品
に
描
か
れ
る
風
景
も
多
種
多
様
で
、
各

作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
制
作
者
の
個
性
や
想
い
が
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
テ
ー
マ
で
は
そ
れ
ら
の
心
に
残
る
風
景
が
描
か
れ
た

作
品
を
絵
画
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
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)
�

*
+
,
-
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�
/
0
1
2
3

��4
5
6

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ

｢

彩
の
会｣

十
二
人
と
写
真
グ
ル
ー
プ

｢

写
団
の
と｣

十
七
人
の
第
二

回
目
の
合
同
展
。
風
景
や
人
物
、
花
な
ど
近
作
約
八
十
点

を
展
示
発
表
い
た
し
ま
す
。

�
�
�

無
料

�
�

彩
の
会
・
写
団
の
と

�
�
�

加
地

求

�(

勤)

０
７
６
７(

53)

１
５
０
０

7
8
9
:
�
;
<
<
&

��


����
=
��

����
�
�

*
+
,
-
.
�
/
0
1
2
3
5
6

能
面
の
も
つ
幽
玄
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
十
人
が
、

心
を
込
め
て
制
作
し
た
女
面
、
男
面
、
鬼
神
面
等
の
能
面

約
六
十
面
を
展
示
し
ま
す
。
能
面
の
解
説
や
能
面
を
着
け

て
み
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て
お
り
、
能
面
を
身
近

に
鑑
賞
し
て
下
さ
い
。

�
�
�

無
料

�
�

面
匠
会
、
能
登
面
打
同
好
会

�
�
�

森
多
雪
山

�
０
７
６
７(

22)
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０
７
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1
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3
5
6

能
登
地
区
の
美
術
文
化
の
振
興
発
展
を
め
ざ
し
、
日
本

画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
６
部
門
の
力
作

を
一
堂
に
集
め
て
一
般
の
展
覧
に
供
し
、
地
域
文
化
の
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。
公
募
展
な
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

優
秀
作
品
か
ら
大
賞
、
優
秀
賞
、
特
選
、
佳
作
を
選
出

し
、
北
國
新
聞
紙
上
で
発
表
、
10
月
29
日

(

日)

の
午
後

�
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１
時
30
分
か
ら
石
川
県
七
尾
美
術
館
で
表
彰
式
が
あ
り
ま

す
。

�
�
�

無
料

�
�

七
尾
美
術
作
家
協
会

�
�
�

七
尾
美
術
作
家
協
会
事
務
局
長

木
本
香
泉

�
０
７
６
７(

52)

４
０
１
１

�

���
�
�
�
�
�
�
	
�

��

�
�
�
��

���
�
�

年
に
一
回
行
わ
れ
る
ア
マ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
苦
労
に
苦
労

を
重
ね
て
作
り
上
げ
た
作
品
。
一
見
す
る
に
値
す
る
も
の

で
あ
る
。
作
品
者
の
内
面
を
見
抜
い
て
欲
し
い
、
キ
ラ
リ

光
る
一
瞬
を
…
。

�
�
�

無
料

�

催

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社
・
富
山
新
聞
社

�
�
�

宮
崎

功

�
０
９
０
‐
４
３
２
０
‐
２
１
７
８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
 
!
"
#

見
応
え
、
聴
き
応
え
あ
り
の
、
と
っ
て
も
楽
し
い
発
表

会
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
聴
き
に
来
て
下
さ
い
ね
。

�
�
�

無
料

�
�

リ
ト
ル
・
ウ
イ
ン
グ

�
�
�

前
田

�
０
７
６
７(

52)
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９
４
３
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#

女
性
パ
ン
ト
マ
イ
ミ
ス
ト
Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
に
よ
る
公
演
で

す
。
何
気
な
い
日
常
か
ら
非
日
常
へ
の
世
界
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
に
描
き
ま
す
。
Ｃ
Ｘ
ポ
ン
キ
ッ
キ
ー

ズ
の
ガ
ギ
グ
原
人
他
多
数
に
出
演
。
東
京
都
公
認
の
ヘ
ブ

ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。

�
�
�

一
般
２
、０
０
０
円

高
校
生
以
下
１
、５
０
０
円

�
�

大
人
の
た
め
の
小
劇
場･

パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
見
る
会

�
�
�

藤
井
泰
久

�
０
９
０
‐
２
３
７
７
‐
７
６
０
８

4
5
6
,
7
�
�
�
8
�
9
�
�

��


���

�
�
�
�
 
!
"
#

��:

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
年
に
一
度
の
発
表
会
で
す
。

今
年
は
北
嶺
中
学
フ
ル
バ
ン
ド
部
の
メ
ン
バ
ー
三
人
に
よ

る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。
三
人
の
講
師
演
奏
も
お

楽
し
み
に
、
ど
な
た
で
も
御
来
場
下
さ
い
。

�
�
�

無
料

�
�

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

�
�
�

井
藤
真
理

�
０
７
６
７(

58)

１
３
５
５
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�
�
�
�
�

��

G
�

�
�
�
�
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��#

生
徒
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
毎
年
開

い
て
ま
す
。
ソ
ロ
の
他
に
、
今
回
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
何
組
か
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

演
奏
も
あ
り
ま
す
。

�
�
�

無
料

�
�

酒
谷
広
重
・
中
條
久
美
子
門
下
生

�
�
�

中
條
久
美
子

�
０
７
６
７(

22)
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２
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�
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10
／
28(

土)

即
是
色

人
間
国
宝

三
代

徳
田
八
十
吉

12
／
９(

土)

漆
が
呼
ぶ
里

人
間
国
宝

塩
多
慶
四
郎

I
.
�
�
J
K
L
.
8
�
M
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
J
N
O
P
Q
R
S
(

石
川
県
志
賀
町
在
住)

小
丸
山
台
通
り
に
さ
し
か
か

り
ま
す
と
、
ゆ
る
や
か
な
ウ
ェ
ー

ブ
の
建
物
が
空
に
映
え
、
支
柱

の
通
路
か
ら
、
館
内
へ
入
り
ま

す
と
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
が
漂

い
、
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

開
館
時
の
平
成
七
年
よ
り
会

員
と
な
り
、
今
ま
で
絵
画
・
書
・

彫
刻
・
工
芸
品
・
写
真
な
ど
あ

ら
ゆ
る
芸
術
の
傑
作
品
を
鑑
賞

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
尾
出
身
の
長
谷
川
等
伯
の

展
覧
会
は
シ
リ
ー
ズ
と
な
り
、
昨
年
の
国
宝

｢

松
林
図
屏

風｣

は
能
登
の
松
林
を
彷
彿
さ
せ
る
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
開
催
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際

絵
本
原
画
展
は
私
た
ち
に
夢
と
未
知
の
世
界
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
お
子
様
同
伴
で
ぜ
ひ
、
観
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
第
七
回
目
を
迎
え
る

｢

友
の
会
鑑
賞
の
旅｣

は
い
つ
も
楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
方
々
と

和
気
あ
い
あ
い
と
美
術
館
等
を
め
ぐ
り
、
季
節
料
理
に
も

舌
鼓
を
打
っ
て
、
日
帰
り
小
旅
行
を
過
ご
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
益
々
の
美
術
館
の
ご
繁
栄
と
、
職
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
感
謝
し
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
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�

講
師

�
�

�
�

氏

(

日
本
美
術
史
家)

�
�
�
�
�
�
�
�

私
は
大
学
院
の
学
生
の
時
、
初
め
て

｢

松
林
図
屏
風｣

(

東
京
国
立
博
物
館
蔵)

に
接
し
、
こ
ん
な
に
美
し
い
作

品
が
あ
る
の
か
と
深
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
水
墨
画
と
い
う
も
の
を
模
倣
さ
れ
た
形
と
し
て
の
み
理

解
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
の
中
に
初
め
て
作
家
の

｢

人
間｣

を
感
じ
、
と
て
も
身
近
に
思
え
ま
し
た
。
そ
れ

で
当
時

｢

松
林
図
屏
風｣

が
ど
の
様
に
し
て
誕
生
し
た
の

か
、
そ
し
て
作
者
の
長
谷
川
等
伯
と
は
ど
の
様
な
生
涯
を

送
っ
た
の
か
に
大
変
興
味
を
持
ち
、
私
の
等
伯
研
究
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。

等
伯
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
土
居
次
義
先
生
が
第
一
人

者
で
、
私
は
そ
の
後
を
追
う
様
な
形
で
勉
強
し
ま
し
た
が
、

調
べ
る
内
に
等
伯
と
い
う
画
家
は
実
に
難
し
い
と
い
う
事

が
分
か
り
ま
し
た
。
等
伯
に
は
信
春
時
代
、
等
伯
時
代
が

あ
り
、
そ
の
間
に
十
五
年
程
の
不
明
の
時
期
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
等
伯
は
仏
画
や
花
鳥
画
、
肖
像
画
、
山
水
画
、
更

に
は
禅
宗
絵
画
、
動
物
画
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
描
い

て
、
各
々
に
当
代
一
流
の
質
の
高
さ
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。
等
伯
は
誠
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
画
家
で
あ
り
、
そ

の
研
究
に
は
膨
大
な
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

言
い
変
え
れ
ば
等
伯
は
同
時
代
の
画
家
と
比
較
し
て
も
、

非
常
に
才
能
豊
か
な
画
家
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
 
!
"
#

等
伯
は
能
登
畠
山
氏
の
家
臣
奥
村
文
之
丞
宗
道
の
子
と

し
て
能
登
国
七
尾
に
武
家
の
血
を
引
い
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

や
が
て
染
色
を
業
と
す
る
長
谷
川
宗
清

(

法
名
道
浄)

の

養
子
に
な
り
、
道
浄
に
絵
を
学
ん
で
七
尾
の
絵
仏
師
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
道
浄
は
早
く
か
ら
息
子
の
才
能
を
評

価
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
等
伯
の
初
期
の
作
品
に
は
道

浄
の
落
款
や
印
章
が
見
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
若
い
絵
仏
師

等
伯
に
父
親
が
力
添
え
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
親
子
の

間
に
は
穏
や
か
で
良
好
な
関
係
が
あ
り
、
北
陸
の
自
然
の

中
で
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
頃
の
作
品
は
、
し
な
や
か
な
描
線
で
輪
郭
を
描
き
、

そ
の
中
に
華
や
か
な
色
彩
を
塗
り
込
め
る
と
い
う
大
和
絵

の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
ど
の
作
品
も
染
色
屋
の

息
子
ら
し
く
、
色
彩
感
覚
が
豊
か
で
装
飾
的
な
傾
向
を
示

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
三
十
歳
頃
に
な
る
と
、
描
線
は
引

き
締
ま
り
色
彩
感
覚
も
豊
か
で
、
こ
の
時
点
で
画
家
と
し

て
既
に
完
成
の
域
に
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

三
十
二
歳
で
等
伯
は
養
父
母
を
相
次
い
で
失
い
、
妻
と

息
子
久
蔵
を
連
れ
て
上
洛
、
七
尾
の
菩
提
寺
本
延
寺
の
本

山
本
法
寺
に
滞
在
し
ま
し
た
。
同
寺
の
住
職
日
堯
上
人
は
、

何
の
背
景
も
無
く
こ
れ
と
い
っ
た
師
匠
も
持
た
な
い
画
家

を
独
り
立
ち
さ
せ
る
為
に
、
何
く
れ
と
な
く
世
話
を
し
た

事
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
の
翌
年
に
病
弱
の
日
堯
上
人

は
亡
く
な
り
、
保
護
者
を
失
っ
て
等
伯
は
恩
義
あ
る
日
堯

上
人
の
肖
像
画
を
描
き
、
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
の
後
等
伯
が
ど
の
様
に
生
き
て
い
た
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
当
時
の
京
都
は
不
穏
な
情
勢
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

私
は
家
族
を
持
つ
等
伯
が
安
住
の
地
を
求
め
て
堺
へ
行
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�
$
%
&
'
(
)
�
�
�

さ
て
、
等
伯
が
堺
に
滞
在
し
た
と
す
る
資
料
は
現
時
点

で
は
何
も
見
つ
け
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
研
究
者

の
間
で
は
程
度
の
差
は
あ
れ
、
お
お
よ
そ
堺
へ
行
っ
た
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
私
も
そ
の
一
人
で
す
が
、

今
後
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
が
発
見
さ
れ
る
事
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

当
時
堺
は
日
明
貿
易
の
拠
点
と
し
て
文
明
年
間

(

一
四

六
九
〜
八
七)

頃
か
ら
栄
え
た
港
町
で
、
富
裕
な
商
人
達

に
よ
っ
て
自
治
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
海
外
か
ら
多
く

の
文
物
が
も
た
ら
さ
れ
て
常
に
賑
わ
い
、
中
で
も
茶
の
湯

が
盛
ん
で
、
人
々
は
茶
会
を
通
し
て
交
流
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
等
伯
も
こ
の
繁
栄
す
る
近
世
都
市
の
中
で
色
々
な

人
と
繋
が
り
を
持
つ
事
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
特

に
重
要
な
の
は
千
利
休
と
の
関
係
で
す
。
千
利
休
は
茶
の

湯
に
専
心
し
、
や
が
て
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
茶
頭
を

つ
と
め
て
大
き
な
権
力
を
持
ち
ま
す
が
、
当
時
利
休
は
堺

に
在
住
し
、
等
伯
は
そ
こ
で
利
休
と
知
り
合
っ
た
可
能
性

が
あ
り
、
利
休
と
の
出
会
い
は
等
伯
の
一
生
を
変
え
る
程

大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

等
伯
は
利
休
な
ど
を
通
し
て
茶
席
に
出
入
り
し
、
貴
重

な
絵
画
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
当
時

茶
会
で
は
中
国
の
画
家
の
牧
谿
、
徽
宗
、
玉
澗
、
趙
昌
な

ど
の
掛
軸
が
珍
重
さ
れ
、
名
の
あ
る
茶
会
の
床
に
掛
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
名
品
は
等
伯
に
大
き
な
刺
激

を
与
え
た
事
で
し
ょ
う
。
こ
の
豊
か
な
数
寄
文
化
に
触
れ
、

人
脈
を
得
て
等
伯
は
画
家
と
し
て
の
成
功
を
勝
ち
取
っ
て

い
く
の
で
す
。
等
伯
は
堺
滞
在
時
に
様
々
な
作
品
を
描
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
頃
の
作
品
を
見
る
と
、
打
ち

込
み
の
あ
る
漢
画
の
線
や
狩
野
派
の
学
習
を
思
わ
せ
る
形

態
が
見
ら
れ
、
水
墨
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
事
が
窺
え
、

次
の

｢

等
伯
時
代｣

に
移
る
兆
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
!
"

現
在
、｢

等
伯｣

と
し
て
制
作
し
た
最
初
の
現
存
作
品

は

｢

山
水
図
襖｣

(

京
都
市
圓
徳
院
・
樂
家
蔵)

で
、
等

伯
が
住
職
の
留
守
中
に
許
可
無
し
に
描
い
た
と
さ
れ
る
逸

話
が
あ
り
ま
す
が
、
冬
の
北
陸
の
山
水
風
景
が
禿と
く

筆ひ
つ

で
柔

ら
か
に
清
々
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
水
墨
画
の
み

で
は
な
く
絢
爛
豪
華
な
金
碧
障
壁
画
も
描
い
て
い
ま
す
。

�



長
谷
川
等
伯
一
門
が
総
力
を
結
集
し
た｢

祥
雲
寺
障
壁
画｣

(

京
都
市
智
積
院
蔵)

は
狩
野
派
風
の
大
画
面
に
よ
る
巨

大
な
楓
の
近
景
描
写
で
あ
り
な
が
ら
、
大
和
絵
を
基
調
と

し
て
自
然
の
息
吹
を
豊
か
に
表
現
し
、
狩
野
永
徳
の
権
威

主
義
的
な
作
品
と
は
一
線
を
隔
し
て
い
ま
す
。

｢

祥
雲
寺
障
壁
画｣

制
作
に
は
息
子
の
久
蔵
も
参
加
し

て
お
り
、
そ
の

｢
桜
図｣

は
華
や
か
で
、
若
く
し
て

｢

清

雅
父
に
勝
る｣
と
賞
賛
さ
れ
た
久
蔵
の
力
量
が
見
事
に
表

れ
て
い
ま
す
。
等
伯
は
久
蔵
に
長
谷
川
派
の
将
来
を
掛
け

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
久
蔵
が
祥
雲
寺
障
壁
画

の
完
成
間
際
に
二
十
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
等
伯
の
嘆
き
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。
糟そ
う

糠こ
う

の
妻
は
既
に
亡
く
、
利
休
も
ま
た
二
年
前
に
秀

吉
の
怒
り
に
触
れ
自
害
し
て
い
ま
す
。
等
伯
は

｢

利
休
居

士
像｣

(

京
都
市
不
審
庵
蔵)

や

｢

春
屋
宗
園
像｣

(

京
都

市
三
玄
院
蔵)

な
ど
の
優
れ
た
肖
像
画
を
描
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
心
に
染
み
る
様
な
画
風
は
、
そ
の
悲
し
み
を
如

実
に
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
想
い
が
等
伯
の
代
表
作
で
あ
る

｢

松
林
図
屏
風｣

を
誕
生
さ
せ
た
、
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。｢

松
林

図
屏
風｣

が
い
つ
頃
描
か
れ
た
の
か
、
確
か
な
年
代
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
人
生
最
大
の
嘆
き
の
中
か
ら
立
ち

上
が
っ
て
、
故
郷
七
尾
の
海
辺
の
松
に
思
い
を
馳
せ
て
描

き
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
解
釈
し
て
い
ま
す
。
そ

う
で
も
な
け
れ
ば
こ
の
作
品
の
持
つ
激
し
い
、
し
か
し
深

い
抒
情
は
理
解
出
来
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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そ
し
て
等
伯
の
水
墨
画
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
う
一

点
が

｢

枯
木
猿
猴
図｣
(

京
都
市
龍
泉
庵
蔵)

で
す
。
こ

の
作
品
は
元
々
加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
の
所
持
品
だ
っ

た
と
い
わ
れ
、
夜
に
画
中
の
猿
が
利
長
の
髪
を
引
っ
張
っ

た
の
で
、
利
長
が
腕
を
切
り
落
と
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ

り
、｢

腕
切
り
の
猿｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
牧
谿
の

｢

観
音
猿
鶴
図｣

(

大
徳
寺
蔵)

を
参
考
に
し
て
い
る
の
は
良
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
ら
を
比
較
し
て
み
る
と
、
構
図
な
ど
は
似
て
い

ま
す
が
牧
谿
の
場
合
、
墨
の
濃
淡
で
樹
木
の
丸
み
や
猿
を

見
事
に
表
し
、
猿
の
親
子
は
写
実
的
な
が
ら
、
そ
れ
が
ま

る
で
宇
宙
の
真
理
を
体
現
す
る
様
な
理
想
主
義
的
な
姿
で

描
か
れ
て
お
り
、
猿
の
姿
を
通
し
て

｢

母｣

そ
の
も
の
を

表
し
て
い
る
様
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
等
伯
の
猿
は

何
と
も
可
愛
い
ら
し
く
親
し
み
や
す
い
姿
で
描
か
れ
、
樹

木
に
は
等
伯
の
特
徴
で
あ
る
野
太
い
ぬ
ら
り
と
し
た
線
を

引
い
た
り
、
所
々
墨
を
跳
ね
散
ら
か
す
様
に
用
い
て
画
面

に
リ
ズ
ム
を
与
え
、
装
飾
的
に
し
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

そ
こ
が
牧
谿
と
等
伯
の｢

猿
猴
図｣

の
違
い
と
い
え
ま
し
ょ

う
。そ

れ
は

｢

観
音
猿
鶴
図｣

の
鶴
に
も
い
え
る
事
で
、
牧

谿
の
鶴
は
写
実
的
で
、
重
い
体
を
支
え
る
に
足
る
し
っ
か

り
と
し
た
二
本
の
足
。
鳴
く
瞬
間
空
気
を
吸
い
込
み
、
口

か
ら
喉
へ
、
胸
か
ら
尾
羽
へ
と
肉
体
を
通
る
様
ま
で
見
事

に
描
い
て
い
ま
す
。
一
方

｢

竹
鶴
図
屏
風｣

(

出
光
美
術

館
蔵)

に
描
か
れ
た
等
伯
の
鶴
は
、
猿
と
同
様
に
可
愛
く

て
清
々
し
く
、
竹
林
の
中
か
ら
軽
い
足
取
り
で
出
て
き
て
、

ま
る
で
歌
い
遊
ぶ
様
に
柔
ら
か
な
感
じ
で
描
い
て
い
ま
す
。

そ
の
違
い
は
禅
僧
で
あ
る
牧
谿
と
画
家
の
等
伯
と
の
違
い

と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。
或
い
は
民
族
性
の
違
い
と
い
え
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

�
�

�


�

等
伯
は
六
十
一
歳
の
時
、
隣
華
院

(

京
都
市)

に

｢

山

水
図
襖｣

を
描
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
牧
谿

の
影
響
か
ら
離
れ
、
仏
画
や

｢

祥
雲
寺
障
壁
画｣

を
描
い

た
等
伯
の
本
音
と
い
う
か
、
装
飾
主
義
的
な
感
覚
が
水
墨

画
の
中
に
も
表
れ
ま
す
。

そ
し
て

｢

大
涅
槃
図｣

(

京
都
市
本
法
寺
蔵)

を
描
き
、

｢

自
雪
舟
五
代
長
谷
川
等
伯｣

と
い
う
落
款
を
初
め
て
使

い
ま
す
。
画
風
か
ら
見
る
と
雪
舟
は
剛
直
で
構
成
的
な
の

に
比
べ
て
、
等
伯
は
大
和
絵
の
下
地
も
あ
り
、
華
や
か
で

抒
情
的
で
す
。
こ
れ
は
一
種
の
権
威
付
け
で
一
門
の
統
合

が
目
的
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で

｢

大
涅
槃
図｣

に
は
多
く
の
動
物
が
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
中
に
洋
犬
が
い
る
の
が
珍
し
い
の
で
す
。

｢

枯
木
猿
猴
図｣

で
も
そ
う
で
し
た
が
、
等
伯
が
描
く
動

物
は
永
徳
の
権
威
主
義
的
な
勇
ま
し
い
動
物
と
は
違
っ
て
、

人
々
の
周
辺
に
い
る
動
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
い
て
お
り
、

動
物
に
対
す
る
濃
や
か
な
愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
嫌
わ
れ
も
の
の
烏
に
対
し
て
も
同
様
で
、
等
伯
は
晩
年

に

｢

烏
鷺
図
屏
風｣

(

川
村
記
念
美
術
館
蔵)

を
描
い
て

お
り
ま
す
が
、
烏
を
主
題
に
し
た
優
れ
た
作
品
で
す
。

最
晩
年
に
な
り
ま
す
と
、
非
常
に
鋭
角
的
な
鋭
い
筆
致

で
、
余
計
な
も
の
全
て
排
除
し
た
画
風
の
作
品
が
多
く
な

り
ま
す
。｢

真
珠
庵
襖
絵｣

(

京
都
市)

や

｢

天
授
庵
襖
絵｣

(

京
都
市)

な
ど
は
そ
の
典
型
で
す
ね
。
ま
た

｢

竹
林
七

賢
図
屏
風｣

(

京
都
市
両
足
院
蔵)

で
は
、
従
来
は
そ
の

硬
い
描
法
を
等
伯
の
衰
え
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
近

年
で
は
中
国
の
浙
派
を
再
学
習
し
た
作
品
で
あ
る
、
と
い

う
説
も
出
て
お
り
、
だ
と
す
れ
ば
等
伯
の
老
い
て
も
な
お

強
い
上
昇
志
向
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
す
。

等
伯
の
現
存
す
る
最
後
の
作
品
と
し
て
七
十
一
歳
制
作

の

｢

十
六
羅
漢
図
屏
風｣

(

智
積
院
蔵)

が
あ
り
、
そ
の

粘
り
強
い
描
線
に
は
等
伯
の
執
念
を
見
る
様
な
思
い
が
し

ま
す
。
そ
の
後
等
伯
は
江
戸
へ
向
か
い
彼
地
で
没
し
、
最

後
ま
で
力
を
出
し
尽
く
し
て
生
き
た
一
人
の
桃
山
時
代
の

画
家
の
一
生
が
こ
こ
で
終
わ
り
ま
す
。

�
�
�
�

今
回
、
等
伯
を
通
し
て
改
め
て
再
認
識
し
た
の
は
、
大

和
絵
を
完
成
さ
せ
た
日
本
人
が
水
墨
画
と
い
う
新
し
い
絵

画
に
触
れ
た
時
、
ど
の
様
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
ど
の
様

に
後
世
に
伝
え
て
い
っ
た
か
と
い
う
事
で
し
た
。
色
彩
本

位
の
大
和
絵
を
描
い
て
い
た
民
族
に
、
中
国
の
禅
と
結
び

付
い
た
精
神
的
な
水
墨
画
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
、
そ
れ
を

ど
の
様
に
自じ

家か

薬や
く

籠ろ
う

中
ち
ゅ
う

の
も
の
に
し
た
か
、
個
々
の
作

品
に
関
し
て
き
っ
ち
り
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
中
国
と
日
本
の
絵
画
史
の
接
点
を
正
確

に
捉
え
る
事
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
等
伯
と
い
う
人
、
更

に
は
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
絵
画
の
伝
統
を

よ
り
深
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
改
め
て

思
い
ま
し
た
次
第
で
す
。

�

※
本
文
は
五
月
七
日
に
行
わ
れ
た
特
別
講
演
会
の
内
容
を
当
館
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
掲
載
の
都
合
上
、
名
前
の
標
記
は
全
て

｢

等
伯｣

で
統
一
し
ま
し
た
。
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